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今日の新聞で、政府が人手不足の業種で即戦力となる外国人労働者を受け入れる「特定
技能」の対象業種について、「物流倉庫の管理」、「廃棄物処理」、「リネン製品の供給」
の３分野を追加する原案をまとめ、近く有識者会議に示した上で１２月の閣議決定をめざ
すという内容を特別委員会で発表した、という記事がありました。この３業種は人手不足
が顕著みたいですが、記事を読んでいて日本もヨーロッパみたいになって行くんだろうな
と、
外国人労働者受け入れの明暗両方を想像してしまいました。

カスハラ被害の体験者＋遭遇者は６割近くに～東京都産業労働局調査から

前回もお話ししましましたが、近年社会的問題となっている「カスタマーハラスメ（カ
スハラ）」は、多種多様な仕事とその働き手が集中する東京では特に深刻化しており、今
年４月１日にはカスハラ防止条例が施行されました。
東京都産業労働局が、東京都内在住・勤務の１５歳以上の男女を対象（有効回答数 １

，１９４人、構成比：１５歳～１９歳４．２％、２０歳台・３０歳台・４０歳台・５０歳
台・６０歳台各々１６．８％、７０歳台以上１２．１％）に２０２４年１２月６日～２０
２４年１２月１３日の期間でカスハラについてＷＥＢ調査を行った結果を、令和７年３月
に公表しましたので、下記でご紹介します。

１．調査結果の内容（抜粋）
（１）カスハラという言葉も意味も知っている：５７．３％
（２）カスハラが増加していると思う：７９．６％
（３）就業中に自身がカスハラ被害にあった：１６．８％
（４）就業中にカスハラを見聞きした：３６．３％
（５）カスハラ被害にあったことも見聞きしたこともない：４０．３％
（６）カスハラ被害にあった場面は？

対面（接客時など）：５１．２％、電話・メール：３３．２％％
（７）受けたカスハラ行為は？

威圧的な言動（声を荒げる、にらむ、物を叩くなど）：６３．８％、継続的・執拗
な言動や行為（何度も電話、要求を繰り返す）：２８．）％

（８）カスハラ被害の対応方法は？
管理職・上司が対応：４０．３％、自分１人で対応：３２．０％、

同僚が対応：３１．７％
（９）勤務先はカスハラ対策を実施しているか？

実施している２３．０％、実施してはいるが不十分：２７．６％、
実施していない：４９．３％

（10）実施している場合の実施内容は？
基本方針の策定・周知：６０．５％、対応マニュアルの整備４６．４％

（11）対策をしているが実施できていない理由は？
対応のノウハウがない：４６．７％、対応できる人材が不足している：３７．２％

(12）カスハラ対策として効果があると思うものは？
対応マニュアルの整備：５６．４％、基本方針の策定・周知：５１．５％

業種別にみると、実際に被害にあった割合が一番多かったのは「農林漁業」（６１．５
％）で、見聞きしたことのある割合が多かったのは「学術研究、専門・技術サービス業」
（５３．２％）、両方ないのは「運輸業・郵便業」（５２．５％）でした。

東京都だけで無く、北海道や群馬県でも先だってカスハラ条例が制定されています。カ
スハラ対応を企業に義務付ける労働施策総合推進法の改正も閣議決定され、成立は目前で
す。企業にとっては、対応マニュアルや基本方針を策定するなどの対応が急がれますね。
【東京都産業労働局「カスタマーハラスメントに関する都民調査」】
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